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夏の思い出 

 

校 長  米原 大司  

 

長い夏休みが終わり、校内には子どもたちの元気な声が戻ってきました。今年の夏も

暑く、この暑さはしばらく続くようですので、子どもたちの体調に気をつけながら教育

活動を進めてまいります。 

さて、表題の「夏の思い出」ですが、私ぐらいの年代では「夏が来れば 思い出す…」

で始まる江間章子作詞、中田喜直作曲の「夏の思い出」を思い浮かべる方もいるかと思

います。ただ、今回は文字通り、今夏に私の心に残ったことを２つお伝えします。いず

れも、教え子についてのお話です。 

１つ目は、７月末に長島 萌さんのヴァイオリンリサイタルに行きました。長島さん

は、筑波大附属高校、東京藝術大学を経て渡独し、ドレスデン音楽大学で国家演奏家資

格のマイスターを取得し、様々な国際音楽コンクールで入賞しています。現在はミュン

ヘン・シンフォニカ―の団員として演奏活動をする傍ら、２～３年に一度日本でコンサ

ートを開催し、その度に演奏を聴かせていただいております。今までは、埼玉県内会場

でのコンサートが多かったのですが、今回は、東京オペラシティーのリサイタルホール

で、持ち味である雑味の無い艶やかな音色で、満員の聴衆を魅了しました。教え子と言

っても、担任していたわけではなく、校内音楽会やクラブ活動の指導だけのかかわりだ

ったように記憶しています。ただ、小学校在学中にはよく会話をし、とても印象に残る

教え子です。コンサート終了後には、毎回ひとしきりおしゃべりをしますが、プロの演

奏家としての凛とした佇まいと、子どもの頃と変わらぬ明るく気さくな人柄が感じられ、

これからも演奏活動を応援したいと思います。 

２つ目は、８月初めに参加した教え子の同窓会です。小学校５・６年生に担任した子

どもたちが、彼らの成人後に５～10年の間隔で学年全体の同窓会を開いています。今回

はコロナ禍を挟んだので、久しぶりの開催でした。今年で教え子たちは、40歳になると

のこと。自分が30歳の時に担任した教え子ですから、月日が経つのは早いものだと驚き

ます。このように継続的に同窓会が開かれるのも、毎回同窓会を企画してくれるしっか

り者の幹事さんあってのことです。いつも心より感謝しています。 

彼らが小学校を卒業してから30年近くになりますが、小学生の面影を色濃く残す人が

多くいました。また、会った時にはわからなくとも、しばらく話をしている間に彼らが

小学生の顔に見えてくるのが不思議な感覚でした。今回の同窓会は、これまでとは少し

違った雰囲気を感じました。それは、子どもをもつ親として参加している人が多かった

からだと思います。父親、母親となった教え子が、とても頼もしく感じられました。 

私たち教師は、目の前の子どもの成長を願い、日々職務に励んでいます。そして、自

分自身も子どもと共に成長していきます。いずれ子どもたちとのかかわりがなくなりま

すが、時には今回のように教え子と再会することがあります。そんな時は、立派に成長

した教え子の人生の一部にかかわれたことに、教師でよかったと実感します。今回の出

会いを通して、教師という仕事のやりがいを再確認するとともに、今目の前にいる本校

の子どもたちの健やかな成長を強く願いました。これからも本校の子どもたちのために、

教育活動に邁進してまいります。 

若あゆ  




